
                  東日本大震災の震災現場からの報告会（１１・０４・３０） 

災害ボランティアセンターの現場からの報告 
                      真嶋克成（市民活動情報センター理事、

とんだばやし国際交流協会理事長） 
 
１．仙台 YMCAボランティア支援センターが実施している活動   
１）仙台 YMCAへ仙台市社会福祉協議会よりボランティア・コーディネーター/ボランテ
ィア派遣要請があり、日本 YMCA 同盟が窓口となり全国の YMCA の専従職員スタッ
フ、ボランティアリーダーが派遣されている。（日本 YMCA同盟は仙台 YMCA及び盛
岡 YMCA（日本基督教団宮古教会）を拠点にして支援活動を行っている） 
第１次３月３０日より、１週間単位で第６次４月３０日まで実施された。 
対象エリア：塩竃市七ヶ浜、東松島市、多賀城市、仙台市宮城野区、若林区 
派遣人数：毎次１５名程度（スタッフ５名、ボランティア１０名） 
業務内容：各市町社会福祉協議会運営の災害ボランテイアセンターでボランティア

コーディネーター（総務班、受付班、派遣調整班、依頼受付班、支援班） 
ボランティアの受付、ボランティア派遣依頼者とボランティアをつなぐ

（マッチング）業務、道具の貸し出しや整理、物資の整理などの業務など。 
        若林区、宮城野区は平日１００名、週末、日曜日は２００名ほどのボラ

ンティアが来ている。５月以降も仙台市若林区、宮城野区で YMCAのボ
ランティアコーディネーター派遣業務は継続される。 

 ２）仙台 YMCA独自の支援活動 
・ 南三陸町避難所への物資の運搬、及び被災者の聞き取り、要望に対応、交流。 
・ 震災で被災した東松島市立野蒜（のびる）小学校生徒へのかかわり。レクレーショ

ン活動を通して、将来、野蒜復興の担い手として大きな活動が期待されている子ど

も達に「がんばろう！のびるっ子！」のプログラムを実施している。 
・ 宮城県亘理郡山元町社会福祉協議会への応援（支援物資の提供等） 
仙台 YMCAは、被災地の子ども達の育成のために、息の長い支援を続けていく。次代
を担う子ども達にこの国の再生を託したい。現在行っている上記の箇所での支援活動は

今後も継続的に行われる。 
   
２．私が参加したボランティア活動（４月１３日～４月１６日） 
１） 七ヶ浜町災害ボランティアセンター（社会福祉協議会運営、生涯学習センターに

設置）で、七ヶ浜町の松ヶ浜、菖蒲田浜、花渕浜地区などに住んでいる方へボランテ

ィア要請チラシのポスティング（別紙チラシ参照）を行ない、また住民の今後の要望

を聞く。依頼のあった側溝の泥さらい、清掃、家具運びや片付け等を行う。その場で

出来る事は直ぐ行い、出来ないものに関してはボランティアセンター若しくは行政



（役場）への連絡先を伝えながら各世帯を訪問することになっているが、柔軟に被災

者の要望に応えられない場面もあった。被災者に情報が上手く伝わっていない場面も

ある。作業は比較的少なく、被災地で活動しているボランティアの数も少なく感じた。

被災者と語り合う時間をもった。自衛隊員や民間の業者による瓦礫撤去作業が行われ

ていた。瓦礫の撤去作業の済んだ区域まだ手付かずのまま残っている区域がある。 
 
２） 南三陸町物資提供 
宮城県志津川自然の家にある南三陸町戸倉地区の避難所の本部に物資を届ける。季節

が暖かくなるので、薄着のセーターやジャンパー、衣類や衣類などが整理できるプラ

スチックケースを要望された。避難所の方々の生活状況によりニーズも変わってくる。 
帰路、歌津中学校の避難所に物資を届ける。 
南三陸町出身のYMCAスタッフが中心になり、支援活動を継続して行っている。親戚、
知人がいるので人間関係、コミニケ－ションがスムーズであった。 
３） 第５回「がんばろう！のびるっ子！」～みんなでお昼ごはんをつくろう～ 
甚大な被害を受けた東松島市立野蒜（のびる）小学校のこどもたちにレクレーション

の活動支援を３月３１日より開始し、新学年が始まる４月２０日まで、東松島市立鳴

瀬第一中学校及び南郷体育館にて実施されている。子ども達の笑顔、元気な声は周り

の大人を元気づける。今回の炊き出しは、子ども達自らが避難所の方に食事をつくり、

子どもたち自身が人の役に立つ喜びを感じてほしいと企画された。 

  
災害ボランティア活動の課題と今後 
「忘れない」「関っていく」 
避難所生活者、津波の被害を免れた人、県内外避難者、仮設住宅入居者など被災者の生

活状況は様々で、ニーズも多様化し、変化する。それに伴いボランティア活動も多様化

している。各支援団体がどのように今後継続的にボランティアを受け入れ、支援活動を

進めていくか、また NPOなど新たな組織が生まれ、どのような被災者支援の活動を展開
していくか注目したい。 
継続的にとり組む組織、人材、資金、ネットワーク、情報・課題の共有化、政策提言。 
 
ボランティア情報 
市民活動情報センターの HP「ボランティア等の応援」、新聞掲載ボランティア情報、自
治体広報、社会福祉協議会、ＮＰＯ/NGOの情報等。 
 


